
 
九州大学広報室 

〒812-8581 福岡市東区箱崎 6-10-1 

TEL:092-642-2106 FAX:092-642-2113 

MAIL:koho@jimu.kyushu-u.ac.jp 

PRESS RELEASE（2011/11/24）                         URL:http://www.kyushu-u.ac.jp/ 

 

 

九州大学記者クラブ会員 各位 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

九州大学附属図書館は、国立情報学研究所の最先端学術情報基盤整備(CSI)計画の委託を
受けた全国遺跡資料リポジトリ・プロジェクトとの共催により、全国遺跡資料リポジトリ・
ワークショップ in 福岡「文化遺産の記録をすべての人々へ！」―を開催します。 
 このプロジェクトは、国民の貴重な文化遺産である遺跡の発掘調査報告書を、全国の大
学図書館が自治体文化財担当部署と連携しながら電子化し、インターネット上に公開する
プロジェクトです。2008（平成 20）年に中国地方の 5県域で開始し、現在では福岡県を含
む 20の府県域に拡大して事業を推進しています。これまでに、約 9,000冊、100万ページ
近くを電子化し、順次公開しています。  
 当プロジェクトでは、遺跡資料リポジトリの普及・拡大を図るために、毎年シンポジウ
ムを開催してきたところですが、今年はつぎのとおり、１２月１７日（土）、九州大学附属
図書館を会場にワークショップを開催します。 
 

（関連 URL） http://rarcom.lib.shimane-u.ac.jp/ 

 

------------------------------------------------------------------------------------------- 

日 時： 平成２３年１２月１７日（土） １３：００～１７：３０ 

会 場： 九州大学附属図書館視聴覚ホール 

対 象： 自治体文化財担当者， 一般市民，大学教員・院生，大学図書館員ほか 

定 員： １００名 

趣 旨： 全国遺跡資料リポジトリ・プロジェクトは、国立情報学研究所の最先端学術情報基盤整備（CSI）

委託事業として取り組み、20府県域へと拡大しながら今年で 4年目を迎えます。この間、発行

部数が少なく入手が難しい学術資料のひとつである遺跡の発掘調査報告書をデジタル化し、遺

跡資料リポジトリシステムを通して、必要とする人が誰でも利用できるよう、公開・発信して

きました。このプロジェクトを通して、これまでに発行された全国の報告書が網羅的に利用で

きるアーカイブとして整備されて初めて、研究・教育上の効果を発揮するものとなります。 

遺跡資料リポジトリが今後このようなアーカイブとしての機能を完成するためには、 

１）参加都道府県の水平的な展開（拡大）、２）報告書デジタル化の遡及的な深化、 

３）新規発行報告書の継続的な登録が課題となります。このような課題を乗り越えるために

は何が必要か？ 報告書を作成する側である自治体担当者、利用する側である研究者・学生並

びに一般市民、報告書の利用環境を整えて提供する側である大学図書館関係者の３者が、遺跡

資料リポジトリ・プロジェクトの今後の方向性を議論し、自立的な展開のためには何をしなけ

ればならないかを共に考えるための場として、ワークショップを開催します。 

 

主 催： 国立情報学研究所 CSI委託事業（領域 2）全国遺跡資料リポジトリ・プロジェクト 

共 催： 九州大学附属図書館 

後 援： デジタルリポジトリ連合（Digital Repository Federation : DRF） 

     日本情報考古学会 

全国遺跡資料リポジトリ・ワークショップ in 福岡 

「文化遺産の記録をすべての人々へ！ 

 ―遺跡資料リポジトリの自立的な展開を目指して―」を開催 

http://rarcom.lib.shimane-u.ac.jp/


 

《プログラム》 

全体の司会進行：石井道悦 大阪大学附属図書館事務部長 

13:00-13:10 開会挨拶 プロジェクト代表： 田籠 博 島根大学附属図書館長 

共催機関： 川本芳昭 九州大学附属図書館長 

 

 

（１）講 演 

13:10-13:50 講演 遺跡情報記録とデータベース 

森本晋 奈良文化財研究所 文化財情報研究室長 

13:50-14:20 講演 「遺跡調査報告書の存在意義―いま私たちが求めているもの―」 

横山成己 山口大学埋蔵文化財資料館助教 

14:20-14:50 講演 未定 

休 憩（15分） 

15:05-15:45 講演 「埋蔵文化財保護行政の現状と課題―『発掘調査のてびき』から―」 

水ノ江和同 文化庁記念物課文化財調査官 

15:45-16:00 報告 「遺跡資料リポジトリ・プロジェクトの現況」 

       吉光紀行 企画・広報部会主査（山口大学情報環境部学術情報課長） 

 

（２）パネルディスカッション  

16:00-17:30 コーディネータ： 笹本正治 信州大学附属図書館長（副学長） 

         パネリスト： 水ノ江和同、森本晋、横山成己、吉光紀行 

 

17:30     閉会挨拶 石井道悦 大阪大学附属図書館事務部長 

 

 
 
 
 
 
 
 

【お問い合わせ】 

  

全国遺跡資料リポジトリ・プロジェクト事務局 
島根大学学術国際部図書情報課企画・整備グループ 

昌子喜信／福山栄作  

 

電話：０８５２－３２－６０８８, ６０８５    

FAX：０８５２－３２－６０８９ 

Mail：rar@lib.shimane-u.ac.jp 

 
**************************************************** 

 
九州大学附属図書館 e リソースサービス室 リポジトリ係 

野原ゆかり／工藤絵理子 

 

電話：０９２－６４２－２３４２ 

FAX：０９２－６４２－２３３０ 

Mail： qir@lib.kyushu-u.ac.jp  

 

 


